
新除車剤の実用化

(農試技術部 県 南分場  )

虹.処 理適期幅の広 い新
一 発除草剤 (初 ・中期

一発剤 )

1 .背 景 とね らい

現在使用 されている
一 発除草剤 (初期

一発除草剤 )は 、ノビエ等の殺草幅が 1～ 1 . 5

葉程度 まで と狭 く、植代後移植 までの期間が長かつた り、処理時
の不順天候等で除草剤

の処理時期が遅れ る様 な時 には、雑草の生育が進み、
一回の処理だけでは残草 となるこ

ともあ り、現実的には移植前後に初期除草剤 を処理 し、その後に
一発除革剤 を使用する

体系使用や 、中期剤
・後期剤 との組み合わせ使用がかな り見られる。

今 回新除草剤 として、特 に ノビエ とホタル イに卓効を示 し、しかも処理適期幅 も広
く

一回の処理だけで中
・後期剤 をはぶ くことができる初

・中期一発除革剤 と呼ばれる除革

剤が開発されたので指導上の参考 に供する。

2 .技 術内容

1 )ビ ラゾレー ト ・プ ロモブチ ド
・メフェナセ ッ ト粒剤

商品名 :リ ー ドゾン粒剤 試 験名 : F S S - 1 1 5粒 剤  成 分 :ピ ラゾレ
ー ト4 . 0 %

プ ロモブチ ド 4 . 0 %  メ フェナセ ッ ト 3 . 5 %  毒 性。魚毒性 :普 通物  B類

( 1 )除 草剤の特性

プロモプチ ドは酸 ア ミド系除草剤に属 し、ホ タル イに卓効を示す除車剤であ り、

雑草の幼芽部及び根部 から吸収され、茎葉部の成長点の細胞分裂 を阻害 し、枯草作

用 を示す。

メフエナセ ッ トも酸ア ミドネ除草剤でノビエに卓効 を示すが、雑車の根部
・幼芽

部の主 として成長点原基 に作用 し、細胞分裂
・伸長を阻害するものである。

両者に ノビエや広葉雑車に卓効なピラゾレ
ー トを混合することによって相加的に

殺革力 を増大 し、広範 囲の雑草に対 して安定 した高い効果が期待できる。効果は比

較的遅効的である。

( 2 )使 用方法

ノビエ 2 . 5葉期 まで枯殺可能だが、 ノピユやホタル イ
・ミズガヤツ リヘの効果 を

高め、 しかも
一 回の処理で十分な効果 を期待するための実用的な処理適期 は、移植

後 7～ 1 2日 、 ノピエ 2 . 0葉期 までで、湛水のまま均
一に散布 し、 3～ 4日 間は水

を切 らない。漏水が少な く、難防除雑草の少ない水田では中
・後期の除草剤はほと

ん ど必要 としない。
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2 )ナ プロァニ リ ド
・プ ロモブチ ド・メフェナセ ッ ト粒剤

商品名 :シ ンザ ン粒 剤 試 験名 :N T N - 8 3 1粒 剤  成 分 :ナ プ ロアェ リド 7. 0 %

プ ロモブチ ド 4. 0 %  メ フェナセ ッ ト 3. 5 %   毒 性 .魚 毒性 :普 通物  B類

( 1 )除 草剤の特性

ピラゾレー ト ・プ ロモプチ ド・メフェナセ ッ ト粒剤のビラゾレー トのかわ りに、

ノビェ及び広葉雑車 に卓効なナプロアニ リドを混合することによ り相加的に殺草力

が増大 し、広範 囲の雑革に対 して安定 した高い効果が期待できる。効果は比較的遅

効的である。

(2 )使 用方法一。一ピラゾレー ト、プロモプチ ド、メフェナセ ッ ト粒 剤 と同様 である。

3.指 導上の留意事項 (両 剤共通 )

1 )ノ ピエ ・ホ タル イ ・ミズガヤッ リ ・ウリカワ ・ヘラオモダカ とも 2葉 期 まで、ヒル

ムシロは発生期 までが本剤の散布適期であるので時期 を失 しないよ うに散布する。

2)極 端 な浅植え、浮 き苗の多い水日、砂質土壊及び漏水田では生育抑制の薬害が出る

こ とがあるので使用 しない。

3)オ モ ダカ ・クログワイ・シズイには除草効果が劣るので他の有効 な薬剤 を使用する。

一 年生広葉雑草 (ア ゼナ ・キカシグサ 。オオアプノメ等 )の 再発はやや早 い。
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